第27回　施設処遇検討会議　議事録

H21.10.26　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　

出席者：末政絵美・三浦とし子・・中村文洋・須々田珠実　

小笠原嘉紀・上平ユリ子・小坂和子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・秋山S.G.M・長谷部S.G.M
福士一・兵藤拓明・竹内一貴・馬渕豊子)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：山田　吉夫様(青明舎様)　の処遇について

２：大下　良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

３：五日市　公様（青風荘入所者様）の処遇について

１：山田　吉夫様(青明舎様)　の地域移行支援事業利用までの経過の説明
本人のお墓参りに行きたいというニーズをかなえる為に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	本人ができなければいけないこと
	必要なスキル

	お姉さんに「連れて行って欲しい」というお願いをする
	頼み方の練習、家族関係の調整が必要

	疲れやすかったり、体力がなければ行けない
	健康な体を作って体力をつける

	◇墓参りに行くならお供え物も必要だし、神棚も奉納するのにお金がかかる
	お金を計画的に使ったり貯めたりする



	体調を崩さずにコンディションを整える
	お薬と通院を続ける

	外出することに制限がかからないようにする
	施設のルールを守る



※10/23に八戸市民病院を退院し、青山荘に入所となったため今後、青山荘にて処遇の検討を行っていきます。

２：大下　良悦様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　合併症：なし

<問題点>

社会常識の欠如（髪を髭剃り機で刈る・レンズに名前を書く・時計のベルトをセロハンテープで直す）

介入方法

【良い点】

・自分で解決する手段を考え、実行できる。

・病前の状況を理解できる。（金銭の無駄遣いをしない）

・物事に敏感に感じ取ることができる。

・生真面目すぎる為、臨機応変な対応ができない。

・感情を素直に表現することができる。

・言われたことは素直に受け止めることができる。

【課題】

・方法が現実的でない場合がある。

・社会常識に乏しい為、融通がきかない。

・自分で対応困難となった場合のみ報告・相談をする。

・相手に気遣いすぎることもある。

【介入】

・残存能力を見極めながら、場面に応じて具体的対応を行う。

・上記、介入点を繰り返し実行する。

・本人の納得できる基準を明確にした支援実施。

・スケジュール化

・本人との信頼関係を構築する（スタッフ・家族）

〈評価〉

　髪を髭剃りで剃そろうとするなど社会常識から外れた行動などが見られるが、本人なりに解決手段を考えて実行するという点については評価できる。それらの本人の残存能力を見極めながら、理解力に合わせて良い点を一つ一つ伸ばしていくことが今後必要となる。具体的な方法としては定期的に行わなければならないものついてはスケジュール化を図り対応を行っていく。

３：五日市　公様（青風荘入所者様）の処遇について
<問題点>

①　人間関係に於いてストレスを溜めやすくトラブルとなる。

・　『誰かがやった』『自分は嫌われている』と言った被害妄想的な発言が聴かれる際は内容を十分に聞き取り、そういう事実はないことを本人が納得できるよう分かりやすく説明していく。

· 他者の言動に対して『先を越した』『わざとぶつかった』等、被害的な発言をした場合には、傾聴した上で状況の確認や説明を行なっていく。

・　自分の考えに固執し、押し通そうとする時は色々な考え方がある事を提示して理解できるよう繰り返し伝えて行く。

・　頻回な訴えやイライラ感、気持ちの落ち着きのない様子が見られた際はその都度、納得するまで話を聞き、興奮・易怒的にならないように図り見守っていく。

・　他者との交流の場を見守り、トラブルになりそうな時は介入し、自分の行動や他者との接し方について振り返りを行ないスム－ズに行なえるようアドバイスする。

・　他罰性、攻撃性、被害妄想などが増加するようであれば主治医に連絡し、薬剤調整を行なっていく。

②　身の回りのことがうまくできない。

· よだれや食べこぼしで汚してしまう為、それとなく更衣の声かけをする。

· 入浴時は一式準備し（上物・下着）着替えるよう促がす。

・　自室の掃除・衣類の収納が不十分な為、定期的に介入して一緒に行なう。

・　髭の剃り残しなど整容面で不十分な点がある場合はその都度、声掛けを行ない難しいところは介入する。（本人の自尊心を傷つけないように声掛けを工夫する）

③　転倒の恐れがある

・　身体的機能の低下も見られ、機能維持のため下肢の筋力低下を防ぐプログラムを実施していく。

・　散歩や近隣での買物時は注意力散漫な為、十分に注意するようその都度声かけする。また、履物や往復のコ－スにも配慮する。

〈評価〉

現在も幻聴についての訴えはあるものの傾聴を行うことで落ち着くことができていることができている。また順番に対してのこだわりについてもほとんど見られなくなり若干ではあるが状態が改善されてきている。疾病や加齢による身体機能の低下により転倒しやすいため、今後も継続してプログラムの実施し転倒の予防に努めていく。

支援内容�
方　法�
�
①対人関係�
施設内のプログラムやデイケアに通いましょう


（掃除、洗濯、料理等の生活技術もトレーニングできます）�
�
②体力作り�
�
�
③金銭管理�
家計簿をつける習慣をつけましょう�
�
④通院・服薬�
青南病院へ定期的に通い、体調が悪い時には相談しましょう


体調管理や服薬管理について勉強して、自分でも管理できるようにトレーニングしましょう�
�
⑤社会的行動�
外出したいとき等は必ず一言職員へ話しましょう�
�









